大いなる戦い
ヨハネの黙示録 12:1-14:20
歴史の背後にある戦い
黙示録12章は、出来事から原因へと私たちの注意を移します。人類の歴史における戦争、迫害、そして背教は、孤立した悲劇ではありません。それらは、神とサタンとの間にある、より大きな霊的戦いの中の出来事なのです。
ヨハネは、神の契約の民の象徴である、太陽を身にまとった女が、男の子、すなわちキリストご自身を産むのを見ます。竜はその子を食い尽くそうと待ち構えますが、その子は神のもとへ引き上げられ、竜は投げ落とされます。敗北した竜は、女のほかの子孫、すなわち神の戒めを守り、イエスの証しを堅く保つ者たちに怒りを向けます。
地と海の獣
13章では、サタンの反対が組織化された形を取ります。海から上って来る獣は抑圧的な政治権力を表し、地から上って来る獣は偽りの宗教と人を欺くイデオロギーを象徴します。彼らは共に、まことの神に敵対する偽りの三位一体を形成し、恐れとへつらいを用いて礼拝を要求します。
ヨハネの読者たちは、これらの力をローマ皇帝崇拝の中に見ました。現代の信者たちは、キリストよりも高い忠誠を要求するあらゆる体制――国家主義、物質主義、あるいは信仰を装ったイデオロギー――の中で、これらに遭遇します。
小羊の対抗する幻
第14章は、贖われた者たちに囲まれて、子羊がシオンの山に立っている場面で始まります。これは地上の脅しに対する天の答えです。忠実な者たちはすでにキリストと共に立っています。天使たちは三つのメッセージ――永遠の福音、バビロンの倒壊、偶像礼拝の運命――を宣言し、忍耐への呼びかけで締めくくります。
勝利としての忍耐
大いなる戦いは軍隊によってではなく、証人たちによって勝利を収める。「打ち勝つ」とは、忠実であり続けることを意味する。竜の怒りは激しいが一時的であり、小羊の勝利は永遠である。
なぜこれが重要なのか
このセクションは、教会の真の敵の正体を明らかにします。クリスチャンが戦う相手は、人々や政府や文化ではなく、それらを操る霊的な力です。このことを知るなら、私たちは謙遜であり、祈り深く、希望を持ち続けることができます。悪が猛威を振るっても、十字架ですでに確保された結末を書き換えることはできません。
